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■8/12「オール沖縄」主催の「翁長知事

を支え、辺野古に新基地を造らせない県

民大会」（奥武山陸上競技場）には猛暑の

中 45000 人が結集(3 頁)。翁長知事は「日

本の独立は神話だ」と、オスプレイの事

故原因も明らかにならぬままに飛行訓練

再開を黙認している政府を痛烈に批判し

た。■8/14 小野寺五典防衛相が沖縄を訪

問し翁長知事と会談した。翁長知事は新

防衛相に次々と疑問と質問を投げかけ問

い詰めた。普天間 5 年以内運用停止問題、

SACO 合意違反問題、普天間基地返還条

件問題、そしてオスプレイだ。8/3 の大臣

就任以降、沖縄に寄り添うかのポーズを

示していた小野寺だが、知事に詰問され

化けの皮はすぐに剥がれた。わずか 30 分

のやりとりで、ひたすら米国に寄り添う

日本政府の姿勢、日米共同管理下の沖縄

の軍事植民地状況が改めて露わになっ

た。■オスプレイの重大事故が続いてい

る。しかし事故原因の究明もないままに

沖縄を、日本全国を飛び回っている。米

軍の｢運用｣に口を出さない、何も言えな

い日本政府の姿勢が際立っている（2 頁）。

■8/18 トランプ政権下で初めての日米安

全保障協議委員会（「２＋２」会合）がワ

シントンで開かれた。ここで普天間飛行

場の辺野古移設が「運用上、政治上、財

政上及び戦略上の懸念に対処し、普天間

飛行場の継続的な使用を回避するための

唯一の解決策であること」が再確認され

た。「辺野古が唯一」はこれまで何度も呪

文のように繰り返されてきた「日米合意」

だが、今回の共同発表の特徴は、「一層の

遅延が平和及び安全を提供する同盟の能

力に及ぼす悪影響に留意」と、辺野古の

工事の遅れに対する懸念が赤裸々に盛り

込まれたことだ。「工事が遅延されない

ことを願います」というティラーソン国

務長官の懸念に対して河野外相が「私か

らは現行の日米合意に従い、強い決意で

辺野古移設を進めていく」と力んで答え

ている（防衛省HP掲載の共同記者会見）。

「２＋２」で赤裸々に表面化した「工事

の遅延」、その背後に何があるのか。終わ

ったはずのボーリング調査が、新たに 19
ヶ所で始まる（2 頁）■8/21 日米両政府

を震撼させる米連邦高裁判決が出た。国

家歴史保存法NHPA に基づき辺野古新基

地建設中止を求めた米ジュゴン訴訟で、

｢原告適格なし｣として門前払いした一審

判決を破棄して地裁に差し戻した。工事

停止を命じる可能性もある。注目したい。 
■辺野古･高江カンパは 2,232,055 円

(８/31 現在）。引き続きカンパを！ 

郵振 00210-0-2021 沖縄連続講座 

  辺野古の埋立てを止めよう！山城博治さんを囲んで    
９月 29 日(金)18 時半 横浜情報文化センターホール 

辺野古・高江で、住民の抵抗を、力づくで排除して進む米軍基地建設。 

沖縄の闘いと報道の現場からの報告と提起を受け、何ができるか考える。 

■お 話：山城博治さん（沖縄平和運動センター議長） 

     西江昭吾さん（沖縄タイムス東京支社報道部長） 

■資料代：５００円 

■主 催：島ぐるみ会議と神奈川を結ぶ会/ 

神奈川平和運動センター/基地撤去をめざす県央共闘会議 

キャンプシュワブの浜にて(8/10) 厚木基地で離発着訓練に 250人で抗議(9/2) 
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 米軍機の墜落事故が相次いでいる。7/10 に米南部

ミシシッピ州で空中給油機 KC130 が大豆畑に墜落

し乗員 16 人全員が死亡する大事故となった。事故が

頻発する背景として、国防予算の削減が機体整備に

影響している可能性、訓練時間の削減で操縦士の技

術も低下していること等が米国内でも指摘されてい

る（ニューヨークタイムス、フォックスニュース）。

このような中で、開発時から構造的な欠陥が指摘さ

れているにもかかわらず海兵隊の主力機と位置づけ

られ、朝鮮半島情勢で沖縄やアジア太平洋地域全体

に訓練が広がっているオスプレイの事故も増え続け

ている。最大の問題は、事故原因が解明されぬまま

に、訓練飛行が繰り返されていることだ。 
 昨年 12/13 の夜、名護市東海岸の安部集落の近く

で普天間所属の MV22 オスプレイが墜落大破した。

随伴機も普天間飛行場に胴体着陸する事故を起こし

た。副知事から抗議を受けた在沖米軍トップのニコ

ルソン四軍調整官は「被害がなかったことは感謝さ

れるべき」「表彰ものだ」とまくし立て、事故原因の

説明もないまま 6 日後に飛行訓練が再開された。

MV22 オスプレイは 6 月にも伊江島補助飛行場、奄

美空港と続けて緊急着陸、そして 8/5 オーストリア

沖で揚陸艦に着艦に失敗し墜落、3 人が死亡した。

そして今回もニコルソン四軍調整官は「オスプレイ

は沖縄だけでなく世界中で飛んでいる」と沖縄県の

飛行中止要請を拒否し、７日に普天間で飛行訓練

を再開した。日本政府も「飛行自粛」を要請して

いたが、「運用上必要なものは除いて」という条件

付きであることが暴露されている。「運用上の必

要性」とは、米軍の勝手放題ということだ。8/18
には北海道で行われた日米共同訓練にオスプレイ

が参加した。その後、8/28 岩国基地で白煙を発生

したオスプレイが、翌日には大分空港にエンジン

トラブルで緊急着陸した。着陸直後に煙や小さな

炎のようなものが上がっているのが確認された。

9/2 現在、修理作業が続き、離陸のめども立って

いない。レックス・リボロ米国防研究所元オスプ

レイ主任分析官は「オスプレイは当初設計より頻

繁な部品交換が必要で、深刻な機体整備の課題が

ある」と指摘している（9/3 琉球新報）。半年以内

に出されることになっていた昨年 12 月の墜落事

故の調査報告書も公表されていない。 

高裁判決があり、さらに K9 護岸の数十メートル

先に確認されたサンゴの採捕許可（これも知事権

限）の問題もある。沖縄防衛局は、八方塞がりに

陥っている。にも関わらず K1、K5 護岸の仮設道

路などできるところだけ工事を進めて「埋立て工

事の進捗」を偽装しようと躍起になっている。海

亀の産卵場所となっている砂浜など環境破壊は確

実に進んでいる。シュワブゲート前でも警察の暴

力的な｢警備」で不当逮捕、負傷者が続出している。 

 8/18 トランプ政権下で初めての日米安全保障協議

委員会（「２＋２」会合）で赤裸々に表面化した「工

事の遅延」、その事態の深刻さは辺野古の現場の状況

から伺い知ることができる。埋立てに向けた作業が

順調に進んでいるように偽装しているだけで、実は

深刻な問題が浮上し、沖縄防衛局は相当焦っている

のではないか。偽装の最たるものは 4/25 から「埋立

て本体工事着手」とマスコミを使って大々的に宣伝

された K９護岸工事だ。海岸から 100ｍ進んだとこ

ろで台風対策が施されて中断していたが、それが実

は仮設工事でしかないことが明らかになった。 
さらに深刻な問題は、50ｍ級の深場に予定されて

いたケーソン護岸が何らかの理由で見直しを余儀な

くされていることだ。大型ケーソンの仮置き場に予

定されていた海上ヤード設置が取りやめになり、終

わったはずのボーリング調査が新たに 19 ヶ所で行

われることになった（来年３月まで）。以前から指摘

されていた大浦湾の海底地盤の脆弱性が隠し通せな

くなった。ケーソン護岸の見直しは、公有水面埋立

法に基づく設計概要の変更申請―沖縄県知事の許可

が必要となる。 
 海底地盤問題に加えて、8/21 米ジュゴン訴訟連邦



                                               3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料（8/13 沖縄タイムス、琉球新報から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加速する宮古島・石垣島への陸自配備 
防衛省の 2018 年度予算概算要求に、宮古島市、

石垣市に陸自を配備するため計 396 億円が盛

り込まれた。宮古島市は一部施設の整備地が未

決定、石垣市は市長が正式に受け入れ表明して

いない。さらに先島地域での使用を想定した島

嶼防衛用高速滑空弾・新対艦誘導弾の開発に向

けた研究費も盛り込まれた。避難計画も策定さ

れていない。住民の犠牲を前提にした研究は許

されない。先島の軍事要塞化を阻止しよう！ 

座込む市民に「日本語わかりますか」 

防衛局職員がゲート前で暴言 
8/28、キャンプシュワブゲート前で新基地建

設に反対する市民に沖縄防衛局職員が「日本

語わかりますか」と発言。高江の機動隊員に

よる「土人発言」を想起させる。「沖縄戦中に

スパイ扱いされるなど方言差別の歴史がある

中、許しがたい差別発言」と怒りの声が上が

った（8/30 琉球新報）。民意を顧みない政権の

強硬姿勢が、差別発言を再生産させている。 
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7/27（金)の夜、横浜市開港記念会館にて「辺

野古新基地建設 No!海兵隊の撤退を！7.27 映画

と講演の集い」が開催され、会場満席の約 100
人参加。主催は島ぐるみ会議と神奈川を結ぶ会。 

 
まず高梨晃嘉・代表世話人から主催者挨拶があ

り、『圧殺の海』『高江―森が泣いている』など辺

野古・高江のドキュメンタリーで知られる森の映

画社製作の最新作『This is 海兵隊』（57 分）が

上映された。 
映画上映後に、「辺野古高江派遣基金・神奈川」

からカンパの呼びかけ。辺野古・高江の座込みへ

の参加が訴えられた。 
 
続いて新外交イニシアチブ（ND）の猿田佐世

事務局長（弁護士）の講演。猿田さんは「島ぐる

み会議と神奈川を結ぶ会」結成のきっかけとなっ

た 2 年前の横浜集会（約 200 人参加）でも講演

していただいた。ND は 3 年間の研究活動の成果

をまとめて本年 2 月に提言「今こそ辺野古に代わ

る選択を」を発表、沖縄タイムス、琉球新報で詳

しく報道されて大きな反響を呼んだ。7 月にはこ

の提言を持ってワシントンに乗り込んでシンポ

ジウムを開催し、米国防総省や議会関係者にも面

談した。今回は、この精力的な取り組みの直後の

タイムリーな講演となった。 
 

今年２月に発表された ND の提言は、軍事的な観点か

ら、安全保障論の土俵の中で「辺野古唯一論」に反論し

ている。http://www.nd-initiative.org/topics/3372/ 
猿田さんがそのような提言を考えたのには理由があ

る。基地なんてなければいいと思うが、アメリカ人はそ

うは考えない。軍事的な議論ができないと、無視されて

しまう。「軍事的観点、安全保障の観点で考えても、辺野

古の埋め立ては必要ないよ」と言うことで、一瞬でもア

メリカの議員に考えさせたい。3 年間かけて、元外務官

僚や基地問題に詳しいジャーナリスト、研究者などに協

力してもらい提言を出した。米軍にとっても魅力的な案

にするために、高速輸送艇を日本が提供したり、費用を

出したりということまで提案している。 
提言は様々な議論を呼んでいる。具体的内容は ND の

HP などで確認してほしい。講演の締めくくりに猿田さん

が強調したのは次のことだ。もちろん現場の座り込みが

一番重要だと私も思う。でも軍事的な提言することも必

要だ。ND が安全保障の観点から軍事研究することへの

批判もあるが、沖縄の現場の人からは『自分たちのでき

ないことをやってくれてよかった』と歓迎されている。

沖縄タイムス、琉球新報も社説で評価してもらった。 

猿田さんの講演のあと、特別報告として全造船

関東地協 JFE・日本鋼管分会の H さんから辺野

古の埋め立て用ケーソンの製造中止を求める

JFE エンジニアリング㈱横浜本社への申し入れ

行動の報告がされた。 
 

ケーソンは高さ 24ｍ奥行 22ｍ長さ 52ｍの巨大なコン

クリート製のケース。辺野古の海の一番深いところに埋

める。2015 年 1 月にケーソン護岸工事が契約されている

が、受注した五洋建設と非常に親しい JFE エンジニアリ

ング㈱の津の製作所でケーソンを製造しようという計画

だ。辺野古の埋め立てに使うケーソンを造らせるな！と

「三重県民の会」が立ち上がり、私たちの組合も会社に

対して申し入れをしている。県民の会は昨年、8月に16000

人分の反対署名を持って横浜本社に来たが、会社は受け

取らなかった。今年の６/28 にも私たちの組合や結ぶ会、

平和運動センターなどで呼びかけて約70人で申し入れに

行ったが、申し入れ書も受け取らなかった。あまりにひ

どい対応だ。 

その後、会社が言うには、ケーソン製造は発注もされ

ていない。だから受注もない。それが深刻だと思ったの

は、脆弱な辺野古の海底地盤の問題があるのではと疑っ

ている。地盤改良で設計変更になれば翁長知事が変更申

請を許可する可能性もない。技術的にも深刻な問題にな

っているのではないか。当初契約では本年 9/30 がケーソ

ン護岸工事の完成期限になっている。それが現段階で発

注もされていない。これは闘いの成果だと思う。そう考

えていくと、辺野古の新基地は建設できないのではない

かと確信が持てる。沖縄の人々と一緒に闘いたい。 

 
 特別報告に大きな拍手。最後に結ぶ会の仲宗根

保代表世話人から閉会挨拶。司会からは沖縄県民

大会に呼応する 8.12 首都圏行動など今後の行

動・集会への参加が呼びかけられた。 
派遣基金の会場カンパは 40163 円集まった。

また、猿田さんが持参した ND の関連図書は 3
種類、約 30 部 50800 円の売上となった。 


